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（２）応用訓練の実施について 

イ 技能習得状況の整理 

精神障害のある訓練生は、環境変化への脆弱性があることから、就職活動を開始

する際や訓練が終盤に差し掛かり今後の見通しが持ちにくくなるタイミングで、不

安が高まり、調子を崩すきっかけとなることもあります。 

また、就職活動中は、他の訓練生と自身の訓練や就職活動の進捗状況を比較して

焦りを感じる機会が多くなり、真面目で努力しすぎてしまう特性から「まだまだ足

りない」「この程度では会社で通用しない」といった考えを抱く人もいます。そのこ

とによって、これまでの基礎訓練で習得した知識や技能が十分あるにもかかわらず、

必要以上に頑張りすぎてしまうことや適応支援の中で学んだ安定した職業生活維持

に必要となる適度な休息への意識が薄れ、結果として無理をしてしまう傾向も見ら

れます。 

そのため指導員は、訓練後期の応用訓練の実施に先駆けて、訓練生自身が明確な

見通しを持ち、着実に就職活動を進められるよう、また、安定した状態で訓練後期

の技能訓練を受講できるように、訓練生自身の職業適性を踏まえた習得技能の状況、

就職に際して強みとなる技能的な長所について、訓練生とともに具体的に整理を図

ることが必要となります。 

整理の方法としては、訓練課題の復習により、既に習得した技能を具体的に確認

する機会を取り入れ、対応できていることは再度具体的に評価して、訓練生が自信

と今後へ向けてのモチベーションを持てるよう支援します。これまでに習得した内

容について視覚的に確認することができるようにするといった工夫も効果的と考え

られます。また、確認の結果、不足している点や不安がある点については、訓練生

の状況や就職先の希望に合わせて訓練後期のカリキュラムを再構築することが必要

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・就職活動開始、訓練修了が間近で見通しが持てない 

・他訓練生に比べて訓練や就職活動の進捗が遅いと感じてしまう 

 

・必要以上に頑張りすぎてしまう 

→必要な休憩を取らない 

・就職活動に際し現実的な条件整理がで

きず、目の前にある求人に飛びつく

→就職活動失敗 

・これまで構築したリズムが 

崩れ、調子の悪化や自信喪失 

につながる可能性 

・習得技能の具体的な確認 

・必要に応じ訓練カリキュラムの修

正 

・今後、取組む目標が明確になり、

訓練のモチベーションをもって

取り組むことができる。 

 

 

状況整理無 不安・焦り 状況整理有
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